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研究成果の概要（和文）：2014年3月17日東京藝術大学音楽学部ホールにおけるレクチャーコンサート（「メロディー
／フィロソフィー、ニーチェ、アドルノ、思想と音楽」）という形で一年目の成果を報告した。さらに、2014年11月26
日に、お茶の水女子大学で、現代音楽を中心とした現代音楽と文化の関係を考える公開企画を実現した。これらの成果
発表を通じて、音楽は、身体を通して共有される、一つの「場」の分析であることが明確になった。

研究成果の概要（英文）：Mars 17th 2014, at Tokyo Geijutsu Daigaku (Tokyo University of the Arts), we 
presented a lecture-concert, introducing two german philosphers-composers : Fr. Nietzsche and Th.W. 
Adorno. November 26th 2015, at Ochanomizu University, a workshop of contemoporary music was presented 
including a conference on the early 20th century music held by Prof. Okada (Kyoto University, our partner 
of reseauch). The result : the music is a sort of "site", which is determinde prondoudly by the cultural 
history.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

音楽の思想史を、理論と演奏の両面から多角

的に研究し、その基盤を整備する必要に迫ら

れて開始された研究である。 

 

２．研究の目的 

音楽の本質にはすべからく何らかの「社会性」

が潜むという前提から出発する本研究は、音

楽演奏における身体の役割を切り口としつ

つ、近代市民文化の形成発展期の音楽思想を

対象としながら、そこにおける「主体化」の

契機を明らかにしようとするものである。本

研究の独創性は、テクスト解釈という抽象的

理論的次元だけでなく、我が国を代表する一

流の音楽演奏家たちとの緊密な連携のもと、

演奏家の身体知・暗黙知の次元にまで探究の

次元を拡げて研究を遂行する点にあり、また

演奏という具体的位相を組み込むことで、獲

得された成果を一般社会と広く共有するこ

とをも目指している。このように演奏家との

緊密な共同作業を行なうことにより、近代に

おける音楽が社会の自己認識の極めて重要

なツールであったことを明らかにする本研

究は、新しいタイプの複合的総合的な芸術思

想史の方法論の先駆となることも同時に目

指した。 

３．研究の方法 

（１）理論領域の目標：本研究が、従来の音

楽社会学とりわけ近年のカルチュラル・スタ

ディーズ系の社会学と明確に一線を画する

ことを明確に打ち出す。具体的には、「アド

ルノとヴェーバーの音楽社会学の差異」を藤

井（分担者）が、「カルチュラル・スタディ

ーズ系音楽論の陥穽」について佐藤・岡田（代

表者・分担者）が、それぞれ中心となって研

究会で報告する。これは、思想史分科会（佐

藤担当）が主に文献研究を行い、その成果を

合同の研究会で報告し全員で討議した。取り

上げたのは、アドルノ、ベンヤミンをはじめ、

米国カルチュラル・スタディーズのメディア

論批判などであった。 

（２）実践領域の目標：市民社会の音楽家と

してベートーヴェンを研究したが、その演奏

解釈における身体性の問題を小坂（分担者）

が、そして音楽家であろうとした思想家の問

題をアドルノとルソーに即して岡田・佐藤が、

それぞれ中心となって報告し、あわせてベル

クの音楽とボードレールの詩的世界の連関

を検討した。ベルクとアドルノの音楽におけ

る「身体性」の問題、ルソーのメロディとリ

ズム論における身体、音楽家における身体と

主体の問題などを研究した。これらの成果の

公表の場として、ワークショップ形式で、演

奏を交えつつ成果を示す計画を立てた。これ

は、東京芸術大学大学院ならびにお茶の水大



学大学院の院生も参加した演奏会プロジェ

クトとして実現し、理論を実際の演奏で検証

することができたうえに、参加した院生たち

や会場の聴衆（音楽家も多数参加してくれた）

との活発な意見交換も行うこともできて、大

変有意義であった。 

（３）歴史領域として、バロック期の身体論

と音楽論の関係を、佐藤がデカルト以降の

「情念論」「感受性論」の系譜から考察し、

これも（２）に述べたものと同様に、実践的

なバロック歌曲の情動・内面の表現論を野々

下（分担者）が実際の演奏を交えてワークシ

ョップ形式で明らかにした（お茶の水大・東

京芸術大学の院生を中心として研究協力者

を組織した）。 

 
４．研究成果 

本課題は二年間の研究であったが、平成 26

年度は一端始められた研究をまとめて成果

を中間的に問い、さらなる発展の可能性を探

ることとした。つまりは、研究の深化とまと

めの段階となる。成果公開と研究を融合する

ために、一流の演奏家を研究分担者として擁

するという本課題研究の特性を生かして、レ

クチャーコンサートを開催した。幅広い研究

者との意見交換を通じて、本研究を基盤研究

へと発展させるべく、ワークショップを利用

して研究組織拡大の可能性を探ることがで

きた。 

 

その結果、次のような成果を挙げることが出

来た。 

①理論領域では、「ルソーの社会理論と彼の

音楽論の関係」を佐藤が、「アドルノの社会

理論と彼の音楽論の関係」を藤井・岡田が、

それぞれ報告し、全員の研究会で討議した。

フランス革命以前のルソーと革命後のベー

トーヴェンの音楽における社会像を確認す

る。この分野では、我が国の先行研究は豊富

とはいえないので、フランスでの資料調査を

行うと同時に、研究のレビューを受けた。 

②実践領域では、野々下・小坂による実際の

演奏が、①で論じられることになる「主体化」

（自分の演奏を自分自身の主体性の構築に

用いる自己言及的な構造）との関係、すなわ

ち演奏者自身と演奏者の出す音との自己関

係が問題にされる。これは音楽教育の現場で

の実践知とも深く相関するから、東京芸術大

学ならびにお茶の水大の院生の研究協力を

組織して、ワークショップならびに公開され

たレクチャーコンサートの形式で総合的に

展開することができた。レクチャーコンサー

トは、全体の成果を公開する場として位置づ

け、一般聴衆へと開かれた研究成果報告を行

うように努力した。 



 以上の研究成果についての公表は、以下の

ように行われた。 

2014 年 3 月 17 日東京藝術大学音楽学部ホー

ルにおけるレクチャーコンサート（「メロデ

ィー／フィロソフィー、ニーチェ、アドルノ、

思想と音楽」）という形で一年目の成果を報

告した。さらに、2014 年 11 月 26 日に、お茶

の水女子大学で、現代音楽を中心とした現代

音楽と文化の関係を考える公開企画を実現

した。これらの成果発表を通じて、音楽は、

身体を通して共有される、一つの「場」の分

析であることが明確になった。 
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